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本稿では、情報関連産業界（以後 ICT 産業）でのいわゆるハイテクを巡る競争が、単なるハードウ
ェア製造における高度化や高機能化から、ソフトウェアやインターネット環境を含んだ総合的なサ
ービスを巡るものに変わりつつあることを分析する。従来の半導体産業などの分析では、微細加工
の精度や複雑な生産プロセス構築など、どちらかといえば「製造」における優劣が競争優位の源泉
となるとされていた。しかし、インターネットが発達し、そこで提供される「サービス」を含めた
クラウド・コンピューティング環境が当たり前になってくると、競争はハードウェア単体の性能だ
けで成り立つものではなくなってくる。スマートフォンを巡る競争でも、OS を含めた機能をめぐ
る競争で急速な市場シェアの変転が見られる。当然、ハードウェアを製造する側でも、こうしたイ
ンターフェイスなどの標準やOS への対応を考慮する必要がある。 
	
 
This paper argues that software factor is getting more important in the competition among the hi-tech ICT 
companies. Precision manufacturing used to play a vital role in the high-tech semiconductor industries, for 
example. Then chip works with the software or OS to make it functional. As the functions of the chip are 
provided with OS and networks, the chip and the machines are going to work under Software as a Service 
environment. The platform of the ICT industries has been changed from manufacturing to SaaS. 
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1. はじめに 
アメリカでの情報関連産業界では、インターネッ
トの発展とともに、パーソナルコンピュータや外部
記憶装置などのハードウェアの進化ではなく、クラ
ウド・コンピューティングやSNSなどのソフトウェ
ア（あるいはSaaSといってもよい）の主流をどこが
握るかという競争が盛んになっている。携帯電話市
場での、スマートフォン OS をめぐる、Google や
Apple の競争も、やはりソフトやインターフェイス
でどこが標準となるかというせめぎ合いということ
ができる。 
日本の電気電子産業界では、ハードウェアの生産
体制やそのハイテク度の問題、あるいはその生産拠
点が空洞化するのではないか、という議論が話題と
なっている。いわば広義の「ものつくり」体制をど
う維持するかという話題と言い換えることができる。
しかし、こうした部品などのハードの行方は、「ソフ
ト」の動向次第で大きく揺さぶられかねない。本稿
では、アメリカの情報関連産業界で進行している事
態が、日本の製造業にとってどのような意味を持つ
のかを考察し、日本の「ものつくり」の問題点の分
析につなげることを目的とする。 
 
 

2. 日本半導体産業の「敗戦」 
 ICT（情報通信技術）産業での競争は、熾烈を極め
ている。代表的なICT産業のひとつである半導体製
造では、設計ルールのスケーリング則1に基づき急速
な加工の微細化が進んできた。その結果、設計ルー
ルでは回路幅25nm級で容量が4Gbit のDRAM製
品が市場に登場するようになってきている。このよ
うな最先端品の製造には、高価な半導体製造装置を
装備した大規模な一貫工場が必要となるが、その投
資規模は生産ラインあたり 3000 億円規模にもなる
と言われている。さらに半導体産業の特性として、
生産量の増加に伴って製品一単位あたりのコストは
急速に減少するので、どの企業も量産規模を大きく
し、かつ設備をフル稼働させる傾向を持つようにな
る。また生産技術についても、製造装置に体化され
た先行企業のノウハウが後発企業にも移転されるた
め、いわばグローバルに行き渡りやすくなる。この
ため、半導体産業では、生産規模の拡大競争が頻繁
に繰り返され、シリコンサイクルとも言われる製品
価格の変動がつきものとなっていった。 

                                                
1 R.H.Dennardによる半導体製造の経験則で、微細化

により、回路の速度、消費電力、集積度などが向上するこ
とを指す。（Borker,1999） 

 半導体産業での競争は、実際には生産技術だけで
はなく、回路および製品の設計や製造プロセスの管
理などの優劣、さらには投資戦略など多岐にわたる
要素で決まるものである。この国際競争の圧力のな
かで、汎用・量産型メモリから徐々に撤退し、個々
の顧客の用途に応じて回路をカスタマイズする、
ASIC と呼ばれる特定用途に特化したチップの生産
にシフトする企業も出てくるようになった。一つの
チップ上に、デジカメの画像処理などの機能を搭載
し、他社製品にない高機能・高性能をコンパクトに
実現するなどの差別化を可能とするようになったの
である。このチップは、高機能なシステムを一つに
まとめたものとしてSOC（System On a Chip）な
どとも呼ばれるようになる。SOCは、コントローラ
の機能とメモリを組み込んで、その画像処理などの
機能を高度に発揮するものだが、当然そこには、画
像処理のノウハウなどの「ソフト」が組み込まれて
いる。回路幅や集積度だけではなく、このソフト部
分をバージョンアップさせることで、さらなる高性
能化が可能となるしくみである。これは、DRAMの
ようなメモリの量産競争から脱落した企業が、ソフ
トの付加価値で高収益を実現するというもう一つの
成長戦略であった。 
 しかし、SOCの方向に転換した日本の半導体企業
も、開発期間の長期化や製造工程の複雑化など、も
ともと SOC の技術的特性が持っていた問題点が発
覚し、高収益を実現できないままにさらなる脱落と
集約が進むことになる。最終的に残ったルネサスも、
日立・三菱そしてNECテクノロジが統合されたもの
の、シェアは結局回復しないままであった。2 
 新たな問題は、こうした半導体のハードウェアの
行方が、ますます需要側、すなわちソフトウェアや
インターフェイスを支配する側から、決定されるよ
うになってきたことである。その典型的な事態を、
アメリカのICT産業の動向を通じて分析してみたい。 
 
 
3. クラウド・コンピューティング 
	
 シリコンバレーとは、アメリカ合衆国カリフォル
ニア州のハイテク産業地帯である。HP
（Hewlett-Packard）やAppleなどから、Googleに
至るまで、世界のITC業界の動向を決定づける企業
を輩出していることは周知の通りである。今ここで
大きなうねりとなっているのは、クラウド・コンピ
ューティングである。 
 「クラウド」とは、インターネット世界の比喩で
                                                
2 湯野上（2009）,p92. 



Vol.1 ICT産業における「プラットフォーム」の変遷 
 

 83 

あり、「インターネットを通じた共有コンピュータ資
源へのアクセス」3のことを、「クラウド・コンピュー
ティング」というのが通常の用法のようである。こ
の「クラウド」を通じて提供されるサービスには、
メールやデータ保管、SNS サービスなどすでに多様
なものがあるが、どれもクラウド側のサーバーに、
インターネットのプロトコルに従ったコマンドを送
って、様々な処理をしてもらうものである。いわば
クラウドの向こうにあるサーバーに処理を分担して
もらって、あたかも自分の端末上で処理が行われて
いるかのように見えるので、SaaS(Software as a 
Service)とも言われることがある。また、これらのク
ラウドのコンピュータ資源は、電力供給のような社
会資本のような性格も備えていることから、
IaaS(Infrastructure as a Service)とも言われる。と
もあれ、現在のクラウドは、記憶容量・回線速度・
計算速度などの点で、日々巨大な計算機資源を装備
しつつある存在である。アメリカでのクラウド・コ
ンピューティングの一般化で有名なのは、
Amazon.com の web サービスである。Storage, 
Computing Cloud, Databaseなどのサービスを、低
額な料金で実現している。4 ここでは、Amazon.com
のコンピュータ資源にアクセスすることで、データ
保管から計算能力の提供、データベース機能の管理
などまで、利用者側ではさほどの投資をすることな
くサービスの提供が受けられる。こうしたクラウ
ド・コンピューティングのサービスが、個人だけで
なく事業者の間でも受け入れられるようになって、
クラウド側のコンピューティング資源が急速に成長
しているのが、現状である。 
 Google が提供する様々なサービスも Facebook
をはじめとするSNSサービスもクラウド上で展開さ
れており、いわばクラウド上での情報爆発ともいえ
る事態が進行している。こうしたクラウド上のイン
フラの実態は、サーバーと回線であり、これらのサ
ーバーの数も飛躍的に増えている。5 
  
 

                                                
3 Gallagher(2010), p2. 
4 Amazon Web Services 
5 グラフ１参照。出所：netcraft 

 
 

グラフ1：（出所Netcraft 2011） 
 

 Appleは、2010年10月に、米国ノースカロライ
ナに4万6千平方メートルのデータセンターを開設
し、さらに同規模のデータセンターも計画中だとい
う。6Hewlett-Packardも、世界一のシェアを誇った
こともある PC 事業を売却し、グローバルなクラウ
ド・サービス・プロバイダーの事業を展開する。7こ
うしてコンピューティング能力が、クラウド上の大
規模データセンターに集中することで、情報のビッ
ト・コストが下がり効率的になっているだけでなく、
IT 関連のハードウェアの設計や購買方法も、大きく
変わることになってくる。  Internetでの革新的な
サービスを提供しようとする事業者は、もはやハー
ドウェアに膨大な投資をする必要もなくなる。 
 また時に大規模な計算能力を必要とする事業者も、
このクラウドで使っただけの費用を支払えばよい。
Armbrust らは、この公共的なクラウドを、Utility 
Cloud8と呼んでいる。電気料金のように、計算機資
源を使っただけ支払うようなシステムという意味で
ある。 
 ハードウェアの生産者も、クラウドの興隆につれ
て、データセンターのサーバー向けの製品があらた
な焦点となってきている。 

 
 

4. 特許紛争 
ソフトウェア関連でのもう一つの話題が、2011年
8月15日の、Googleによる125億ドルにおよぶモ
トローラ買収のニュースである。現在スマートフォ
ン市場では、Apple の iPhone を、Android を OS
とする機器が凌駕しかねない状況となっている。9 
今やBlueberry をOS とする携帯は、急速にシェア
を失っている。このような状況下で、Android OS

                                                
6 Paczkowski,(2010) 
7 WSJ(2011) 
8 Armbrust(2009),p1. 
9 グラフ２参照. 
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を推進するGoogleは、通信関連での多くの特許資産
を持つ Motorola をいわば会社ごと買収しようとし
ているのである。 
 
 

 
グラフ２（出所：Neelsenwire Sep26） 

 
 このGoogleが仕掛けたスマートフォンのOSを巡
る争いは、「スマートフォン戦争」10とも言われるほ
どのシェア争いを引き起こしている。ここで鍵を握
るのが、スマートフォンの各機能を実現する部品や
ソフトに関する知的財産権の行方である。 
 
 
5. PC 時代の終わりの始まり 
 1981年のIBM-PCの誕生以来続いた、PCのアー
キテクチュアは、今も続いている。スマートフォン
は、ミニチュア化された PC そのものである。しか
し、その事業モデルは、大きく変わった。 
	
 より高性能のCPUや記憶装置を巡る競争は、かつ
ての垂直統合型の総合電機メーカーである IBM や
NECなどを、水平分業化にむかう再編成に巻き込ん
だ。今後は、PCのようなスタンド・アロンの性能や
使いかってではなく、クラウドを含めた機能や価格
でハードウェアが選ばれるのである。当然、部品な
どのデバイスもソフトを組み込んだ機能で評価され
ることになる。OS はAndroid のような公開ソフト
であり、そのインターフェイスも当然オープンなも
のとなり、世界中のソフト（およびハード）開発者
からの競争にさらされることになる。ハードのコモ
ディティ化とソフトのますますのオープン化により、
ICT 産業をめぐる環境は、大きく変わろうとしてい
るのである。 

                                                
10 福多(2011) 
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